
令和５年度 渡島公立学校教頭会 基調報告

令和５年11月18日（土）

渡島公立学校教頭会 研究担当

福島町立福島小学校 玉野 悌司

「未来を切り拓く力を育む
魅力ある学校づくり」

～教職員の資質向上や職務意識の高揚を図る教頭の役割～



＜令和５～７年度の研究推進計画＞

【研究主題】 「未来を切り拓く力を育む 魅力ある学校づくり」 －教職員の資質向上や職務意識の高揚を図る教頭の役割－
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１年目（道公教道北大会提言） ２年目（道公教渡島大会） ３年目（道公教日高大会提言）

【 視 点 １ 】 教 職 員 の 資 質 向 上 を 図 る た め の 教 頭 の 役 割

《研究の立ち上げ》

・研究主題の設定

・研修計画の立案

・「共通取組シート2023」

・各市町での実践スタート

・単位教頭会での交流、協議、整理

・ブロックでの交流、協議

・渡公教研究大会

・成果と課題の整理

《実践の積み上げ》

・各市町の実態把握と実践収集

・視点１についての課題把握と改善

点等の分析

＜キーワード＞
・専門性
・教員育成指標
・授業力
・保護者や地域への対応力
・研修
・ＩＣＴ活用
・ミドルリーダー

《研究の仕上げ》

・視点２についての課題把握と改善
点等の分析

・成果の分析、まとめのデータ化

＜キーワード＞
・職務意識
・創造性
・コンプライアンス
・危機管理意識
・課題意識
・学校運営参画意識

【 視 点 ２ 】 教 職 員 の 職 務 意 識 の 高 揚 を 図 る た め の 教 頭 の 役 割

技術革新、グローバル化、人工知能の進化、高度情報化社会の到来

「生活の質的変化に対する対応力の育成」



＜今年度の研究推進＞

○実態アンケートの実施

○各校での実践を記録

○実践を各市町で交流

○ブロックで交流

○渡島全体で交流



＜今年度の研究推進＞

渡公教「共通取組シート２０２３」



渡公教「共通取組シート２０２３」兼「実践のまとめシート」について

（１）まずは、各学校における実践内容を実践の都度
記録

（２）「いつ」「だれが」「どのように」行った実践
かがわかるように

（３）「研究や取組のポイント」について、自校の実
践等を書き込む

（４）各学校の実践→各市町で交流→渡公教で交流

＜今年度の研究推進＞



実態アンケートで
課題が浮き彫りとなったもの

＜研究の方向性＞



＜研究の方向性＞



＜研究の方向性＞



アンケートから見える課題 （全体の傾向）

（８）教職員の学校段階間連携を通した課題意識

→①連携組織ができていない
②形だけの連携になっている
③連携をする時間がない
④連携の意義を見出せない
⑤成功例を知らない

＜研究の方向性＞



アンケートから見える課題 （全体の傾向）

→①業務のルーティン化
②変化への抵抗感
③創造＝手間 という意識

（９）教職員が創意工夫を発揮する体制

＜研究の方向性＞



【共通すること（教頭の役割）】

＜研究の方向性＞



＜研究の方向性＞ イメージ



今後の取組

・学校ごとの課題を把握し、課題を共有している学校
同士で情報交流しながら課題を解決していく。

・各校での良さを伸ばすことができた事例を共有し、
実践していく。

⇒「共通取組シート」での実践の共有





◇ICTに特化した研修、先進校との連携

◇研修内容や児童の実態等の定期的な交流、日常的な対話

◇小中高連携による授業公開
・テーマ別 ・キャリア別 ・ＩＣＴ活用 ・異校種教諭による授業

◇多様な研修方法の模索～教員育成指標を基にした研修
・生徒指導対応研修 ・保護者対応事例研修 ・学校経営方針浸透研修
・授業力 ・危機管理 ・コンプライアンス ・生徒指導提要研修
・特別支援研修 ・体育実技 等

◇地域と協働した学習活動を通じた教職員の資質向上の推進



○各経験段階における教職員の資質・能力がどうあるべきか、職員一人
一人自覚できてきたように感じられるようになった。

○実践的な研修により、より自分事として課題をとらえ、意欲の向上が
見られた。また新たな気づきなどが多い。

○町内の学校で研究主題を共通させ、足並みをそろえた研修活動を推進
することができた。

○地域と協働した学習活動を実践することで、地域との信頼関係、教師
の地域理解も進み、教職員の資質向上が図られた。

○欠席者とのオンライン授業等で、一人一台端末を用いた実践を進める
ことができた。



●学校経営参画意識の高まり

●働き方改革の一層の推進による研修・自己研鑽時間の確保

●職場が一体となって学校運営、生徒指導、児童理解にあたる意識

●キャリアステージによる温度差

●町内小中学校の取組の統一感



◇職員同士が対話する機会の設定（含心理的安全性の確保）
◇グランドデザイン作成への全職員の関与（目標を共有）
◇地域参画についての教頭業務の「見える化」
◇ミドルリーダーをファシリテーターとして育成（前向きな合意形成）
◇メンターチーム、学校力向上チームの活用
◇課題に応じたチーム編成と対応・解決策等の共有
◇教員育成指標や人事評価制度を活用した面談の実施
◇学校間交流の充実（町研等での授業公開、交流）
◇個々の適性や資質に応じた業務分担
◇コンプライアンス確立に向けた自立的な職員クラブの運用
◇地域行事への参加機会設定
◇「チャレンジ」へのポジティブな称賛



●職務意識は高まっていると「感じられる」段階 実感までは至らず
●教育目標実現への意識（行事等）
●キャリア等個々の温度差
●教育課題の対応への難しさ（誰が・どのチームが対応するのか）
●多忙寒、保護者・生徒指導対応などの複雑化・多様化（意欲の低下）
●教職員の研修に取り組む姿勢の涵養
●困難な課題に取り組むための相談体制の確立
●ＩＣＴ活用の個人差
●人事異動による不完全な学校文化の醸成



◎対話と傾聴 職員の思い考えを受け取りつつ経験を伝え協働へ
◎管理職としての行動力 有言実行
◎教頭として常に研鑽に努めること
◎意識が低い職員にリーダー等役割を与え責任感、成就感を味わわせる
◎困難な課題の整理 必ず組織で対応
◎働き方改革の意義を周知・断行 シンプル・コンパクト・高価値
◎適切なメンティとメンターのペアを作り業務を推進
◎面談等を活用した、個々の資質に応じた研修計画の作成
◎ＩＣＴ活用に関するミニ研修の充実





①学校課題を解決する研究主題の設定。
②学校で育成すべき資質・能力の明確化及び指導と評価の一体化。
③研究部を中心としたICT研修を充実させ、個別最適な学びと協働的な学
びの授業改善を目指した。

④子ども理解に基づく「特別な教育的ニーズ」に応える授業づくりを研
修テーマとし、心理師などと連携して研修を実施。

⑤初任段階の教員の授業力・指導力向上のため、ベテラン教員と学年を
組む体制をとることでOJTによる育成を図った。

⑥北海道教育大学函館校との共同研究により、校内研修体制を充実させ
る。

⑦教員育成指標の改訂と研修履歴の記録について管理職が説明し、学校
として各種研修会への積極的な参加を推奨した。



⑧先進校の取組の動画を見る視点を校内研の課題とリンクさせ、具体的
な実践イメージをもつことができるようにする。

⑨教員育成指標を活用し、キャリアステージによる目指す資質能力を明
確にし、前後期の期首・期末面談において教頭からの指導・助言を行
う。

⑩授業改善や学力向上に関わる業務を４つのチーム（学力向上・指導計
画改善・授業力向上・学びのきまり）に分け、教職員全員で取り組む。

⑪全国学力・学習状況調査の検証分析による、全校統一した学力向上の
取組の実施。

⑫情報部によるＩＣＴ活用指導力向上に向けたミニ研修の実施。
⑬授業におけるＩＣＴ機器の利用促進期間の設定。



①各調査および児童生徒の実態をふまえた学校の強みや課題を把握し、
研究主題を設定することで、教職員が同一の方向性をもった授業改善
が進められた。

②一つ一つの教育活動を学習指導要領に準拠した形で実践していこうと
する意識の醸成。

③ICT委員の教職員を中心にクロームブックの効果的な活用方法を全職員
で共有した。

④子どもの困り感を探り、手立てを考える取組を通して、個別最適な学
びを推進する。

⑤OJTを通して、授業づくりや行事の構想など、ベテラン教員の教育的
財産の継承が見られた。



⑥ICT活用にかかわる実践交流を継続して行うことで、教師の情報活用能
力が高まった。

⑦業務改善につながるICTの効果的な利用が進み、個々のスキルアップの
向上が見られた。

⑧「自分も試してみたい」「授業に取り入れたい」「今自分でできるの
はここから」という意識を醸成することができた。

⑨キャリアステージに応じた様々な研修を紹介することで、自分のライ
フスタイルに応じた自己研鑽に努めていた。

⑩教職員間でもＩＣＴを積極的に活用し、校内サーバー上で職員が常に
研修案内を閲覧できるようにし、特に必要な研修について個別に紹介
することで、研修参加につながった。



①研究交流による日程調整などの実質的な業務が増える。
②提案の内容が各教育活動のねらいや領域を捉えきれていない。
③小小連携によるオンライン授業を実施し、同学年の子ども達の交流を
深めたり、協働的な学びに結び付けた。今後は遠隔地や他校種との連
携を模索したい。

④個別最適な学びに意識が偏り、協働的な学びとの連動が不十分である。
⑤学ぶ喜びを実感できる授業づくりの在り方について、教師の資質・能
力の向上が必要。

⑥ICT活用が目的となってしまい、教科としてのねらいから逸れてしまう
こともある。



⑦研修意欲に個人差があり、学校全体として外部研修への積極的な参加
意識が高まっていない。

⑧具体的なイメージの提示はできたが、すべての教員が自分事として捉
えられているとは言えないため、ポイントを絞って繰り返し学ぶこと
ができる研修の企画が必要である。

⑨研修参加が十分ではない職員も見られ、研修履歴の日々の確認が必要
と感じた。

⑩研修を行うための時間確保。
⑪校務におけるＩＣＴ活用は、まだ授業改善に直結するものになってい
ない。



①日常的な情報発信を通じた危機管理意識の向上。
②分掌業務を内容ごとにカテゴリーに分け、小グループ（２～３人）で
機能的に協議することにより、ボトムアップ式の提案や迅速な業務運
営を心がけさせた。

③校長職と教頭職が一体となって心理的安全性を確保した学校体制の構
築を図ってきた。

④プロジェクトチームを通じた役割づくりと業務の推進
⑤学校段階間連携を強化するため、中学校区の小中連携研修会を実施し、
教育活動や児童情報等の交流を深め、新しい連携や企画を模索した。

⑥中学校区を基本とした学校運営協議会をさらに充実させ、地域学校協
働活動へとつなげる。

⑦学年主任・分掌代表等が判断・決定を担う機会を意識した。



⑧「開かれた対話」がどこでもできるよう、心理的安全性の高い職員室
運営に努めることで、協働意識の醸成と学校運営への参画意識を高め
ることができるようにする。

⑨各分掌のリーダーや特別支援コーディネーター等による運営会議を開
き、職員会議に臨む。

⑩教頭が各分掌業務と経営方針との関連を随時確認し、分掌業務の推進
を通して各担当者の経営参画意識の高揚がなされるよう図る。

⑪教職員の学校運営参画意識を高めるため、分掌業務は一係一人制を基
本とし、学校教育目標の具現化に対する意識を高める。

⑫教職員一人一人に対する相談体制を整える。



①危機管理意識の向上に関わり、通知の情報量が多く、すべての情報を
教員に周知することへの負担がある。

②分掌代表が小グループの機能を生かしきれていない。
③自己診断シートを有効に活用した個別最適な研修推進が十分果たせて
いない。

④業務が一部の教員に偏り、全体的な参画意識の高揚に結びついていな
い。

⑤行事の企画等、一部のミドルリーダーがまとめて担っているため、一
人一人が発想する機会が少ない。

⑥新しい試みにより意識の高揚が見られる中で、働き方改革に配慮した
上での時間の生み出し方に苦慮した。



⑦経営参画意識の高揚と創造性を発揮する組織となるには、まだ時間を
要する。

⑧ベテラン層にいる教職員の意識改革が難しい状況にある。・前年度踏
襲になり学校教育目標の達成のための内容になっていない。

⑨情報の共有と分掌業務の平準化に課題がある。
⑩業務の分担意識が、チームとしての業務推進の妨げとなる場面が見ら
れる。



①危機管理の周知に関して道教委や市教委の作成したリーフレットなど
を活用する。

②管理職が分掌運営に適切な助言を行う。
③教師の資質・能力の向上が児童一人一人の資質・能力を育むことにな
ることを職員が自覚できるような体制整備を行う。

④担当業務の「見える化」を図る。
⑤企画推進業務の分散化を進め、一人一人が自分の業務に責任と達成感
を味わえるようにする。

⑥ビルド＆スクラップのバランスがとれるように、組織という視点で検
討を進める。



⑦働き方改革に向けて個々のアイデアを募集し可能なものはすぐに実践
する。

⑧役割と責任を明確にし、ベテラン層の活躍が学校を動かす雰囲気の醸
成を図る。

⑨教頭への原案提示を徹底し、全体提案に向けた助言が十分に行えるよ
うにする。

⑩職員会議議題を職員会議前に共有し、全職員が見通しをもった業務の
推進を図る。

⑪地域の人材・物的資源の活用、学校運営協議会との連携を図る。





１．OJT機能を活かした人材育成
２．初任段階教員を「育てる」意識と授業スキルの指導、交流、支援
３．普段着の授業公開、指導案交流を通して校内研修の充実
４．研修の振り返りとフィードバックの充実
５．幼保小中高の連携による指導の一本化
６．ＩＣＴ担当教諭、ＮＳＴ，ＩＣＴ支援員との連携、ＩＣＴ活用ミニ

研修の実施
７．心理的安全性を高める職員室風土の醸成、ウェルビーイングの向上
８．学校改善に向けたベクトルの一致と取組の共有



〇資質能力の向上
〇初任段階教諭の成長が促進
〇経営参画意識の醸成
〇協働的組織体制づくり
○授業改善への意欲向上
〇ＩＣＴ活用の意欲向上、スキルアップ
〇中堅、ベテラン教諭の学び直し
〇管理職、職員間の対話・交流



●研修計画の立案（課題設定）の難しさ
●関係機関との連携による負担感
●中堅、ベテラン教諭の負担増
●教職員の課題意識の温度差
●「今までのやり方」を転換する難しさ
●旧態依然の授業形態
●ICT活用の意識・技術の差
●子供と向き合う時間の確保



１．「学力向上SignPost」の活用による授業改善と協働意識を向上させ
る取り組み

２．授業づくり、授業改善による学校運営の参画
３．業務改善に対する意識付け
４．積極的なコミュニケーションによる心理的安全性を高める雰囲気づ

くり
５．コンプライアンス意識向上を目指した定期的な職員研修の実施
６．危機管理マニュアルの見直しと改善、訓練の実施
７．幼保小中高連携事業の継続と指導の一本化
８．学校運営の中核を担うミドルリーダーの育成と分掌・学年業務の活

性化



〇新たな業務による教員の負担増
○教え込み授業からの脱却
〇ビルドアップ＆スクラップの定着
〇職員全体の学校運営参画意識の向上
〇前年度踏襲気質の打破
〇危機管理意識の職場全体の向上
〇幼保小中高の連携の一層の充実
〇教員の自己肯定感、有用感の一層の向上



〇教育活動と学校が目指す目標の価値付け
〇コンプライアンス担当教員・組織の設置
○最新の教育情報の発信と共有
〇自分事として捉える意識の向上と働きかけ
〇職員間の対話、面談を通しての状況把握
〇初任段階教員、若手教員の取り組みへの称賛
〇PDCAサイクルを積極的に活用した見直しと改善策の提示



２０２３渡公教「共通取組シート」兼「実践のまとめシート」 第 3ブロック（森・八雲・長万部） 

 

 

 

【視点１】教職員の資質向上を図るための教頭の役割 

【研究の重点】 

〇教職員の

力量の向上

につなげる

校内研修体

制づくり 

各校の実践内容 

キーワード：教員育成指標にある専門性、授業力、保護者や地域への対応力、ＩＣＴ活用能力、研修体制 

１． OJT 機能を活かした人材育成 

２． 初任段階教員を「育てる」意識と授業スキルの指導、交流、支援 

３． 普段着の授業公開、指導案交流を通して校内研修の充実 

４．研修の振り返りとフィードバックの充実 

５．幼保小中高の連携による指導の一本化 

６． ICT 担当教諭、NST、ICT 支援員との連携、ICT 活用ミニ研修の実施 

７．心理的安全性を高める職員室風土の醸成、ウェルビーイングの向上 

８．学校改善に向けたベクトルの一致と取組の共有 

○成果 ●課題 

〇資質能力の向上 

〇初任段階教諭の成長が促進 

〇経営参画意識の醸成 

〇協働的組織体制づくり 

○授業改善への意欲向上 

〇ICT活用の意欲向上、スキルアップ 

〇中堅、ベテラン教諭の学び直し 

〇管理職、職員間の対話・交流 

 

〇研修計画の立案（課題設定）の難しさ 

〇関係機関との連携による負担感 

○中堅、ベテラン教諭の負担増 

〇教職員の課題意識の温度差 

〇「今までのやり方」を転換する難しさ 

〇旧態依然の授業形態 

〇ICT活用の意識・技術の差 

〇子供と向き合う時間の確保 

【視点２】教職員の職務意識の高揚を図るための教頭の役割 

【研究の重点】 

〇教職員の

協働体制作

りと、学校運

営への参画

意識の高揚 

具体的な自校の取組内容や体制 

キーワード：教職員の学校運営参画意識の高揚、コンプライアンスや危機管理意識の向上、学校段階間連携
を通した教職員の課題意識の高揚、職務意識の高揚と創造性を発揮させる体制づくり 

１． 「学力向上 SignPost」の活用による授業改善と協働意識を向上させる取り組み 

２． 授業づくり、授業改善による学校運営の参画 

３． 業務改善に対する意識付け 

４． 積極的なコミュニケーションによる心理的安全性を高める雰囲気づくり 

５． コンプライアンス意識向上を目指した定期的な職員研修の実施 

６． 危機管理マニュアルの見直しと改善、訓練の実施 

７． 幼保小中高連携事業の継続と指導の一本化 

８． 学校運営の中核を担うミドルリーダーの育成と分掌・学年業務の活性化 

 

 

 

現状における課題等 具体的な解決策 

〇新たな業務による教員の負担増 

○教え込み授業からの脱却 

〇ビルドアップ＆スクラップの定着 

〇職員全体の学校運営参画意識の向上 

〇前年度踏襲気質の打破 

〇危機管理意識の職場全体の向上 

〇幼保小中高の連携の一層の充実 

〇教員の自己肯定感、有用感の一層の向上 

 

 

 

〇教育活動と学校が目指す目標の価値付け 

〇コンプライアンス担当教員・組織の設置 

○最新の教育情報の発信と共有 

〇自分事として捉える意識の向上と働きかけ 

〇職員間の対話、面談を通しての状況把握 

〇初任段階教員、若手教員の取り組みへの称賛 

〇PDCAサイクルを積極的に活用した見直しと改

善策の提示 

森町立森中学校 井下 貴光 まとめ 

【研究主題】 「未来を切り拓く力を育む  魅力ある学校づくり」 

～教職員の資質向上や職務意識の高揚を図る教頭の役割～ 



                                       令和５年６月 26 日(月) 

NEXT MORI 本気の人材育成研修会 開催について 
 

 NEXT MORI の皆様、こんにちは。先日はお忙しい中にも関わらず、日程調査へご協力いただき感謝 

いたします。第 1 回研修会で皆様から出された興味・関心について、整理・熟慮し、本気の講師探しを 

行いました。 

つきましては下記のように夏季研修会を開催いたしますので、ともに研修を深めましょう。 

  

 

１ 【第 2 回】 NEXT MORI 開催内容 (第 2 回研修会は全 3 回を予定) 

・時   ①令和５年６月 28 日(水)17:10- １時間程度  

      ②令和５年 7 月 05 日(水)17:10- １時間程度 

③令和５年 7 月 12 日(水)17:10- １時間程度 

○予 令和５年 7 月 19 日(水)17:10- １時間程度(予備日) 

・会場 森町公民館 1 階 講堂 

 

☆NEXT MORI の講師とテーマ 

      講 師: 森町教育委員会 教育長 毛利 繁和 

テーマ:「協働で仕事をするということ」～学校という組織～ 

 

 

2 【第 3 回】 NEXT MORI 開催内容 

・時   令和５年 7 月 26 日(水) 9:30-11:30 2 時間程度  

・会場 森町公民館 1 階 大会議室 

 

☆NEXT MORI の講師とテーマ 

      講 師: 渡島教育局 義務教育指導監 五十嵐 義幸 様 

テーマ:「授業力向上」 

講師略歴 平成 30 年 北海道教育大学附属函館小学校 副校長 

     令和 3 年  七飯町立藤城小学校           校長 

     令和 5 年  現職 

 

3 研修サイクル  下記の通り計画(予定)しています 

                    
森町教育委員会学校教育課参事  

名生 達也(めお たつや) 

090-7519-7914 

meo-t@town.hokkaido-mori.lg.jp 

６月

•受講者の課

題整理

•実践課題を

自己決定

７月

•夏季研修

講義、演習

６月に日程

調整

２学期

•２学期

課題の実践

•視察研修

(予定)

１月

•冬季研修

講義、演習

２月

•まとめ

•実践交流



国研「主体的・対話的で深い学びを実現する授業改善の視点について」（抜粋）

S
te

p
 0 基本的な授業構築

日常的に意識せずとも

実践すべきこと

S
te

p
 1

家庭学習への活用

主体的

調べる・まとめる・伝える

主体的
授業に取り入れる

すぐにても、どの教科でも

S
te

p
 2 伝えあう・協働編集

対話的

1月 2月 3月

S
te

p
 3 カリキュラムマネジメント

深い学び

9月 10月 11月 12月

【森小学校】令和５年度　森町NST　「主体的で対話的な深い学び」を意識した授業改善ロードマップ

4月 5月 6月 7月 8月

学習価値をより高める教育効

果の高い授業

考えを聞き、伝え、

共通点や相違点から

より良いものを見出す姿勢・

習慣

自身や学習の状況から課題を

見出し、解決に取り組む習慣

主体的に課題解決に

向かう姿勢・習慣

㉑達成状況を評価する

⑳単元の計画を立てる

⑮交流から思考を広げる

⑭思考を交流させる

⑪新たな学びに向かせる

⑩学びを振り返る

⑰資質能力を焦点化する

⑯目標を把握する

⑬協働して解決させる

⑫発問や板書で引き出す

⑦思考を見守る

⑥考えをもたせる

⑤見通しをもたせる

④めあてをつかませる

⑪新たな学びに目を向ける

⑩その日の学びを振り返る

⑥自分の考えをもつ

①既習事項を振り返る

⑲教材の価値を把握する

⑱達成の姿を具体化する

⑭思考を交流させる

⑬協働して解決させる

⑨考えをまとめに生かす

⑧思考に即した授業展開

①現況把握

②町教委

管理職

NST

教育局

合同による

方針の決定

□ ⑪新たな学びに目を向けさせる

□ ⑩その日の学びを振り返る

□ ⑨子どもの考えを生かしてまとめる

□ ⑧子どもの思考に即して授業展開を考える

□ ⑦子どもの思考を見守る

□ ⑥自分の考えをもつようにする

□ ⑤学習課題を解決する方向性について見通しをもたせる

□ ④子どもが自らめあてをつかむようにする

✓ ③子どもが明らかにしたくなる学習課題を設定する

✓ ②具体物を提示して引きつける

✓ ①既習事項の振り返る

□ ⑮交流を通じて思考を広げる

□ ⑭思考を交流させる

□ ⑬協働して問題解決する

□ ⑫発問や板書で子どもの学びを引き出す

□ ㉑目標の達成状況を評価する

□ ⑳単元及び各時間の計画を立てる

□ ⑲教材の価値を把握する

□ ⑱ねらいを達成した子どもの姿を具体化する

□ ⑰資質・能力を焦点化する（つけた力を明確にする）

□ ⑯単元や各授業の目標を把握する

Step 1 Step 2 Step 3

目的の焦点化（めあて→活動→まとめ）

自信と見通しをもたせるまとめや振り返り

目的意識のあるICT機器活用

子どもたちの間をつなぐ活動

有効的な終末以降の学習指示

教師が話す時間の精選

導入・展開・終末のタイムマネジメント

宿題のデジタル化



授業改善まとめ

NST新しいかたちの学びの授業力向上推進



１主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善イメージ

引用：「個別最適な学びに関するモデル事業で目指す『個別最適な学び』と『協働的な学び』の活動イメージ」
宮城県教育委員会 https://www.pref.miyagi.jp/site/gikyou-gak/kobetsu_saiteki.html

https://www.pref.miyagi.jp/site/gikyou-gak/kobetsu_saiteki.html


引用：「主体的・対話的で深い学びを実現する授業改善の視点について」
国立教育政策研究所 r020603-01.pdf (nier.go.jp)

２主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の視点

https://www.nier.go.jp/05_kenkyu_seika/pdf_seika/r02/r020603-01.pdf


引用：「『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体的な充実（イメージ）」
文部科学省 https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/senseiouen/mext_01542.html

３主体的・対話的で深い学びを実現する授業改善に向けた
個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実イメージ

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/senseiouen/mext_01542.html


４個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けた学習過程



５個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けたICT活用

参考：「『１人１台端末・高速通信環境』を活かした学びの変容イメージ」 宮崎県都城市教育委員会 https://magazine.chieru.co.jp/jr-school/magazine-14711
「ICT活用授業指針～『学びの深化』『学びの転換』へのチャレンジ～」 北海道教育委員会 https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/fs/8/8/2/2/0/2/7/_/shishin.pdf

https://magazine.chieru.co.jp/jr-school/magazine-14711
https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/fs/8/8/2/2/0/2/7/_/shishin.pdf


「※」は、学習内容によって意識する学習段階が変わります。

授業改善に向けた「学習者」の視点 ICTの活用 授業改善に向けた「授業者」の視点

（
計

画
）

Step3：各教科での学びをつなぐSTEAM教育

Step3：単元を縦断した学習

Step3：インターネットを活用した遠隔学習

深：資質・能力を焦点化する（つけたい力を明確にする）

深：単元や各授業の目標を把握する

深：ねらいを達成した子どもの姿を具体化する

深：教材の価値を把握する

深：単元及び各時間の計画を立てる

導

入

主：学ぶことに興味や関心をもつ

主：見通しをもつ

深：各教科などの特質に応じた「見方・考え方」を働かせる※

深：情報を精査して考えを形成する※

深：問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に

想像したりすることに向かう

Step1：指導者用デジタル教科書・教材の提示

Step1：画像などを拡大したり、書き込みしたりしながらの提示※

Step1：音声・動画などの提示※

主：既習事項を振り返る

主：具体物を提示して引きつける

主：子どもが明らかにしたくなるような学習課題を設定する

主：子どもが自らめあてをつかむようにする

主：学習課題を解決する方向性について見通しをもたせる

展

開

主：粘り強く取り組む

対：子どもどうしの協働を通じ、自己の考えを広げ深める

対：教職員との対話を通じ、自己の考えを広げ深める

対：地域の人との対話を通じ、自己の考えを広げ深める

対：先哲の考え方を手がかりに考える

深：情報を精査して考えを形成する※

主：子どもが自分の考えをもつようにする※

主：子どもの思考を見守る

主：子どもの思考に即して授業展開を考える

対：思考を交流させる

対：交流を通じて思考を広げる

対：協働して問題解決する

対：板書や発問で教師が子どもの学びを引き出す※

終

末

主：自己のキャリア形成の方向性と関連づける※

主：自己の学習活動を振り返って次につなげる

深：知識を相互に関連づけてより深く理解する※

Step2：MEXCBT・ドリルソフトなどでの学習(家庭学習)

Step2：活動の様子の記録・再生しての評価

主：子どもの考えを生かしてまとめる

主：その日の学びを振り返る

主：新たな学びに目を向けさせる

深：目標の達成状況を評価する

６２の視点と５のICT活用を学習過程に合わせて整理

Step1：学習者用デジタル教科書・デジタル教材での試行

Step2：インターネット・デジタル教材を用いた情報収集

Step2：写真・音声・動画などのマルチメディアを用いた表現

Step2：テキストや動画での表現・考えの記録・共有

Step2：クラウドを活用した互いの進捗状況・考えの共有

Step2：クラウドを活用した協働制作

Step3：探究プロセスにおけるICTの効果的な活用

ICTの活用

Step2：MEXCBT・ドリルソフトなどでの学習(家庭学習)

Step2：活動の様子の記録・再生しての評価



７個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けた
国語科の授業づくり①



７個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けた
国語科の授業づくり②



８個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けた
算数科の授業づくり



９評価の観点と流れ

引用：「新学習指導要領の趣旨を踏まえた学習評価」 岡山県総合教育センター https://www.pref.okayama.jp/uploaded/attachment/274779.pdf

✓

https://www.pref.okayama.jp/uploaded/attachment/274779.pdf


10 国語科の学習評価と計画

引用：「新学習指導要領の趣旨を踏まえた学習評価」 岡山県総合教育センター https://www.pref.okayama.jp/uploaded/attachment/274779.pdf ※国語・算数以外もあります

✓

https://www.pref.okayama.jp/uploaded/attachment/274779.pdf


11 算数科の学習評価と計画

引用：「新学習指導要領の趣旨を踏まえた学習評価」 岡山県総合教育センター https://www.pref.okayama.jp/uploaded/attachment/274779.pdf ※国語・算数以外もあります

✓

https://www.pref.okayama.jp/uploaded/attachment/274779.pdf


12 学習評価を充実させる振り返り

引用：「教育課程編成の手引」 北海道教育委員会 https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/gky/R05_tebiki.html
「『振り返り』の充実に向けて」 大分教育センター https://www.pref.oita.jp/uploaded/attachment/2114948.pdf
授業改善に生かす振り返り 高知県庁 https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/310305/files/2021040500303/file_20223104174025_1.pdf

✓

https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/gky/R05_tebiki.html
https://www.pref.oita.jp/uploaded/attachment/2114948.pdf
https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/310305/files/2021040500303/file_20223104174025_1.pdf
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